
牧

盆

の

丘

を

論

ず

高

田

保

馬

嗣

本

論

の

目

的

・
.

、

一

薄

牧
鑑

減
暴

だ
け
議

論
し
よ
う
手

・
の
で
は
無
い
。
岐
舞

馨

ぴ
に
牧
鑑

碧

翫

指

掛

一
ら
ぴ
て
、
企
業
の
仕
掛
の
大
小
奮

集

る
牧
盆
の
護

美

は
せ
・
法
則
一

座

組
織
に
よ
る
節
約
の
法
則

…

芸

。

⊥

或
は
蘂

組
成
の
翫

或
は

月
・…

:

「
σ・
蔭

・・
　

　

ま
・
の或
・

量

一

・…

-

。
『。
ロ
の謬

。
『

〔[①
。
『。
"
・。
」昌
・

⑦
。
。
⇒
・)ξ

・
奉

・・
　

晋

a

9

・
凶…

団
或

は

↓
邑

　

・
淫

垂

"
σ・
①

罠

臥

匁

…

ε
樹

せ
ら
れ

る
)
が
並目
通

は
別

々
に
切
離

し
て
論
せ
ら
れ

る

の
を
、
そ

の
上

に
総
括

的
観

察
を
加

へ
む
ご
す

る
の

…
は
本
論
の
目
的
の
ぞ

あ
・
。
股
鑑

減
の
鋳

塞

讐

置
い
て
み
る
ク
・
ア
ク
・
・
ア
バ
ァ
蕩

薯

亜
米

…
利
加
渓

の
分
配
論
は
碁

想
の
新
し
一

π
所
論
の
徹
底
的
・
・
讐

於
て
倉

羅

覆

界
・
於
・
・
一
大

.

勢
力
を
な
し
て
・
・
が
、
如
上
の
総
括
的
禦

の
走

立
ち
て
此
學
誘
の
根
抵
に
疑
問
を
馨

む
手

る
の
が
・

其

目
的
の
二
で
あ
る
。
別
媛

益
益

嚢

ご
.の
關
係
に
就
い
て
何
署

し
接

見
を
掌

る
で
も
な
く
・
舞

嚇

し
い
法
則
を
脱
毛

も
な
い
。
蔭

此
禦

の
絡
括
的
な
・
讐

粟

利
加
里
振
に
封
ず
る
疑
問
薩

此
小
篇

一
の
存
在

理
由

を
見

出

さ
む

ご
す

る
の
で
あ
る
。

…
論

説

盤

・
舞

孕
.
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論

説

攻
釜

の
丘

炉
論
ず

第
八
巻

(
第
三
號
.

五
二
)

三
西
武

=

同

和

線

(
∩
5
く
の

。
h
【コ島
崇

q
g

∩①
)

進

み
で

一
般
的

に
吉

ひ
表
は
す
事
ε
す

る
。
人
あ
り
、
.

一
財
』
の

↓
定
量
琉
、
.財
β
の

一
定
量
易
に
よ
り
て
合
計

¢

の
奴
用
を
受
け
る
こ
す
る
、
彼
は
刀

の
他

の

一
定
量.

4
、
β

の
他

の

一
定
量
罵

に
よ
り
て
同
じ
く
私

の
妓
用

　
を
受
け

る
で
あ
ら
う
。
而
し
て
、
』
β

の
分
量
を
そ
れ

}

そ
れ
増
減
す
る
事
に
よ
り
て
切
の
飲
用
を
享
く
べ
き
此

分
量

の
結
合
は
撒
多
く
存
在
す
る
。
今
下
圖
伽
08
を
以

て
、
財
証
跡
β

の
分
量
を
表
は
す
特
は
ア
吾
等

の
黙
は

考
察
を
本
論
に
巻
む
る
前

に
同
利
線
及
び
最
大
利
益
線
ご
云
ふ
事
を
説
明
す
る
。
此
考
は
敷
學
派
の
輕
濟
學
者
.

一
一エ
ツ
ヂ

ワ
ア
ス
、

フ
イ
シ
ヤ
ア
、
パ
レ
ト
な
ご
か
ら
借
り
來
れ
る
も
の
で
あ
る
。

今
藪
に

「
人
あ
り
、
二
種
の
財
例

へ
ば
林
檎
ε
菓
子
ご
を
阜
樂
す
ご
す
る
。彼

が
林
檎
の
み
十
個
か
ら
享
く
る
敬

用
を
σ
こ
す
る
ど
、
彼
は
此
林
檎

の
敷
を
幾

つ
か
減

じ
て
例

へ
ば
八
個

ε
な
し
其
上
菓
子
を
例

へ
ば

一
個
加
へ
る
.

.

事
に
よ

り
て
依
然
び
の
敷
用
脅
得
る
で
あ
ら
5
。
更

に

…
す
す
み
て
は
、林
檎
四
個
菓
子
二
個
、
又
は
菓
子

の
み
四

ら
.

個
に
よ
り
て
も
同
様
に
そ
の
収
用
を
得

る
で
あ
ら
う
。

-

.

～
へ

"

一

,
、

「

馳

!
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.

警
難

跨
韓
鷲
構

蘇饗

難

縦
雛

麟
"離
織

総

謙綴

織
撫
麟
謙
謙
譲

　

.

用

を
與
ふ
蕪

の
軌
跡
は

一
の
面
を
形
ぞ

・
、
そ
.の
面
を
名

づ
け

て
同
和
璽

⊆「零

。
;

一象

【Ω
　

芸

ふ

離

霧

　羅
　　　一　雛
　　難

　　　　.　
糟

.

嶽

雛

鐸
鱗嚇簿
鎌
講

磁継

　　

鍵

議

詳

港

毒
一諾
擁
漿

.錦

嚢

震
。而駐輪

離

一
ご
馨

、
れ
る
。
而
し
て
此
奨

利
蕪

彰

は
比
丘
・
最
・
養

で
穿

を

道
・
即
農

・
籍

の
大
な
る

㎞
軸
襯

…

線

=
昌
①

α
。

℃
「二
ψ
㈹
母
邑

Φ

窟

耳
Φ

で

あ

る
.

助

の

論

説

盤

の
慧

孕
.

笑

巻

〔第
三
號

五
三
二

=
四
七

,



論

説

放
釜

の
丘

為
論
す
」
.

第
八
巻

【第
三
胱

五
四
)

三
四
八

厩

。
和
綴
及
。
奨

利
穣

・
考
は
棊

專
ら
交
換
・
袈

原
理
・
盟
.
・
…

読
・
れ
て
あ
蒸

私
・

之
を
生
藤
因
子

の
結
合
の

方
面
に
利
用
し
て

生
産
費

ご
牧
釜
ご
の
關
係

の
概
括
的
考
察
を

試
み
て
見
穴
い
と
思
.

志

。
以
上
の
説
明
は
私

の
今

の
議
論

の
有
機
的
部
分
を
形
づ
く
る
も

の
で
は
な
い
が
、
私

の
考

へ
方

の
方
向
を
豫

.

め
示
し
て
讃
者

の
理
解
に
便
な
ら
し
め
む
ご
す
る
の
で
.あ
る
。
-

一
私
は
以
下
の
議
健

於
て
此
無

妻

表
は
し
て
み
た
効
用
に
代
ふ
・
に
牧
磐

以
て
す
る
・
而
し
て
財
∠
財

一

ぞ

代
ふ
る
に
生
産
国
素

蠢

動
、
資
本
、
土
地
等
の
何
れ
か
叉
は
其
結
宴

封
手

る
・
牧
響

一至

語
は

.

こ
芝

生
霧

轟

響

て
幹

事
に
し
よ
う
。
之
養

箆

難

し
て
も
差
支
警

場
合
が
多
け
れ
ご
・
そ
れ

は
何
れ
別
に
論
争
る
積
り
で
あ
る
。

剛
二

牧

盆

の

丘
.

`

此
節
に
は
収
益
.の
五
天
は
収
益
面
を
論
ず

る
。

.

.

生
霧

の
種
窪

・
部
分
・
例

へ
ば
裏

舞

働
及
望

地
求
縁

瑠

其
他
の
も
の
芸

ふ
様
に
常
に
二
に
大

別

し

て
考

へ
得

ら
れ

る
で
あ
ら

う
。

二

の
部

分
を
表

は
す

に
そ
れ

ぞ
れ
1
及
び

γ

を
以

て
す

る
。
吾
人

は
ヱ
の

一

…
定
の
讐

。
2

定
の
讐

籍

ぴ
つ
け
て
釜

を
警
め
ぱ
之
三

宝
の
牧
雲

華

重

複

足
す
・
・
固
よ

り
一

ご
云
ふ
も
y

ε
云
ふ
も
そ
れ

ぞ
れ
複
雑

の
内

容
を
有

す
、る
。
從

ひ
て
其
内
容

の
組

立
如
何

に
よ
り
て
は

同
じ

湿

及
び
r
の
一
奮

の
結
倉

轡

て
多
少
異
な
れ
る
牧
盆
が
生
じ
得
可
き
で
あ
る
。
例
へ
饗

本
に
千
圓
を

.

撃

墜

し
て
も
四
百
圓
を
機
械
に
六
扇

・
康

料
に
撃

・
の
最

分
を
反
証
.
す
・
薦

よ
り
て
は
秘
義

昌

,



…
盆
が
異
な
る
で
あ
ら
う
。
併
し
な
が
ら

」
定

の
生
塵
技
術
の
下
に
あ
り
て
は

〔技
術
進
歩

の

一
定
の
程
度
に
於
て

は
)
i
r

の
そ
れ
ぞ
れ

の
二

定
値

の
結
合

に
よ
り
て
最
大
の
利
益
を
擧
げ
得
る
様

な
内
容

の
組
立

(κ

の
内
部
叉

　
は
y
の
内
部
に
於

て
、
延

い
て
は
忍
y
の
結
合
に
於
て
)
が
あ
る
に
相
違
無
く
、
而
し
て
経
済

の
原
則
に
よ
り
て

.

動
く
人
は
必
ず
此
最
大
利
益
を
あ
げ
得

べ
き
内
容

の
組
立
を
採
用

下
る
事
と
思
は
れ

る
か
ら
し
て
、
前

の
天
F
の

一
如
く

憂

値
の
結
合
に
拳

至

定
の
牧
禦

あ
る
援

寇
し
て
差
文
は
無
い
・
勿
論
ま
た
企
薯

の
能
力
.に
も

甕

異
が
あ
り
、
同
じ
億
を
佛
つ
擬

械
募
.
働
に
も
生
腫
力
の
多
寡
は
免
れ
輩

愚

ふ
け
れ
ξ

・
こ
れ
等
の

融

合

議
論
。
於
。
架

し
去
つ
霧

ふ
・
も
舞

蓮

華

・
無
・
.

今
ざ

の
そ
れ
ぞ
れ

の
値
を
直
角

に
交
は
れ

る
横
軸
縦
軸

q
ン
§

、
を
以
て
示
す
事

早

る
・
。
讐

於
て
季

一
面

q
k
】、
に
謝

し
垂
線

Q
N

を

た
て

る
。

而
し
て

こ
れ
を
以

て
牧
盆
Z
を
表

は
す
事

に
し
よ

う
9一

一
今
墜

r
の
値
を
蒼

し
κ
の
み
鉾

,!

籍

加
し
て
生
肇

試
み
る
。
而
し
て
そ
の
謄

の
牧
盆
の
大
番

一
を
Z
に
雫
行
し
て
夫
々
の
黙
の
上
に
立
て
ら
れ
π
る
垂
線
の
長
さ
を
以
て
示
す
。
垂
線

の
頂
黙
を
結

び
付
け
て
鯨

た
謡

灘

は
〒

・・添

省

庁

ミ

聞
の
場
食

於
け
・
牧
盆
を
季

線
で
あ
る
(F
馨

ご
し
て
謬

み
に

　よ
星

産
の
行
は
舞

・
や
・
疑
問
で
あ
・
が
、
難

絵

の
議
論
組

立
・
は
關
係
難

い
)虎

に
ア
の
値
を

一

&
、

¢
し
一

の
大
さ
を
種

々
な
ら
し

む

る
事
に
よ

り
て
得

5

る

＼
牧
盆

を

k

マ
の
上

の
垂
線

の
高

さ
に
て
示

し
、

誕

頂
黙
を
結

べ
ば
ま

な
前
の
標
に
版
金

を
示
す
綜

覧

が
で
き
る
。

7

の
値
を
種
々
な
ら
し
め
.る
事
に
よ
り

一て
同
様

の
道
行
を
繰
返
せ
ぱ

q
詩
同
社

の
問
は
牧
盆
線

を
以
て
埋
め
ら
れ
此
等
は
相
違
檀
し
で
牧
盆
を
示
す
表
面

　謬

≧

蒙

る
。
此
面
畜

し
て
私
は
假
に
牧
盆
暫

名
づ
け
る
。
ま
奉

が
禦

に
高
ま
っ
て
ゆ
諺

か
ら

一.

論

説

霊

の
丘
々
撃
.

」

第

八
巻

〔第

三
號

五
五
)層

三
四
九

.

,



親

親

坂
釜
の
丘
か
論
マ

第
八
巻

〔第
三
號

王
土C

三
五
Q

●

カ

や

つ

も

・
し
て
牧
盆

の
丘

ご
謝
名

づ
け
だ

い
。

今

早

"
ミ

を

ご
黛

X

ア

を
連

ぬ

る
時
は

此

緑

土

の
す

べ
て

の
黙
は
皆
生

産
幽費

の
相
等

し

き
黙

で
あ
る
。
1

ε
y

ε
の
振

分
は
そ
れ
ぞ
れ
.

に
異

な
る
と
し
て
も
、
生
産
費

の
線

計
は
何
れ.

H

の
黙

に
於

て
も
伽

又
は
の
に
等

レ

い
。
故

に
此

.

響19

、
、
、

F

直

線

を

構

し

て

一

の
同

費

線

一[諾

執̂

8

口
切
聾

旨

・
。。、・
芸

ふ
。
諤

諤

芸

謬

寒

喜

同
費

線

で
あ

る
。
此

国
費
線

と
相
対

し
て
同

利

線

の
存
在

を
認

め
な
け

れ
ば
な
ら
ぬ
。
.z
線

の

任
意

の

一
黙

,21
を

電
り
て
そ
こ
に
垂
線
を
立

て

る
。

そ

の
垂
線
が
牧
盆

画
ご
交

叉
す

る
黙
ま

で

の
此

線

の
高

さ
を
4

ζ
、す
る
。

同
線

上

の
他

の

任
意

の

一
黙

・22
を
、ε
り

、、
そ

の
黙

に
於
け

る
垂

Y

線

の
高
さ

(前

ε
同
様

に
.し

て
定

め
ら
れ

た

る
)

一
を
者

と
す

る
、
.弓
線

上

の
其
他

の
垂
線

の
…口回
さ
卸
以

下
も
4

も
乙
も
共
、に
相
等

し
き
時
此
.
3
線

は
国
利
線

で
あ

る
。

一
…・許

等
も
同
楚

し
て
同
利
線
で
あ
る
・
而
し
て
敷
ウタ
の
同
利
得

中
。
黙
か
舞

働
に
あ
る
も

の
程
牧
盆

の
大

z

..議 、

. Z

'.

/R

疹多 身
拶

X'X"X

,i多 毛
脚- d
Y%

,!ii4岡 x'

riイ!〆!

r

,



悪

が
大
き
い
。
今

一
の
同
費
線

〃
上

の

一
黙
∂
献
同
利
線

ご
粗
切
す
る
ε
す
る
、
換
言
.す
れ
ば

拶
が
6
黙
に
於
て

掴

利
撃

の
切
線
で
あ
・
手

・
。
其
時
は
η
上
の
任
意
の
勢

黙
例
へ
婆

・
菩

劉
よ
り
も
内
見

あ
・
同

…
利
線
上
に
あ
り
、
從
ひ
て

η
上
の
あ
ら
ゆ
る
黙
の
中
∂
黙
は
最
も
牧
盆

の
大
な
る
黙
で
あ
る
。
同
様

に
し
て
、
無
数

.

の
同
費
線
は
同
利
線
と
粗
切
す
る
黙
を
有
し
、
且

つ
一
切

の
攣
化

の
連
続
的
な
る
以
上
、
此
等
め
監
も
亦
連
続
的

」
で
あ
る
。
從
ひ
て
こ
れ
等

の
照

の
軌
跡
は
翌
線
を
な
す
ご
見
ら
れ
よ
う
。
此
線
を
名
け
て
此
場
合
最
大
牧
盆
線
ご

…
云
ふ
。

一
定
額

の
資
力
を
以
て
生
産

.

せ
む
ε
す
る
も

の
は
常
に
必
ず
此
線

上

の
一
黙
に
當
る
様
に
其
生
産
因
子

…
を
結
合
せ
し
む
べ
き
筈
で
あ
る
。
此

…
遅
線

の
各
黙
か
ら
立
て
だ

る
垂
線

が

牧
盆
画
と
交
叉
し
て
生
キ
る
諸
黙
を

連
ね
た
る
,η
線
は
云
は
ば
牧
盆

の
丘

の
上
に
至
る
最
も
近
道
で
傾
斜

の
最

～も
人
な
る
坂

で
あ
る
。
ム
胴
理
的
に
経

…
督
す
る
人
々
が
漸
次
其
資
力
を
増
加

せ
し
め
る
時
に
其
牧
盆
の
大
さ
は
此

線

の
.示
す
Z

の
臓
を
建
の
て
増
加
す

一
舗

設

牧
往
航
丘
々
論
ず

Fig.III
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諭

読

馨

吻
丘
禽

チ

.

第
霧

筆̂

胱

玉
5

三
五
二

.

る

(
駐

)
。

垂

同
蠧

毒

童

呈

・、γ
・、の
組
A寒

・
・
異
早

れ
、土
嚢

・
総
勲

於
玉

笹

そ

の
で
め
ろ
`
H葦

葺

次
に
説
翠

る
・

麺

上
。
な
眞
上
か
協
見
下
し
た
・
で
め
る
.
ぞ

り
器

に
垂
線
望

下
・
.
翼

・
・
二
・
嚢

菰

・
富

・
曜
…

カ
・
吉

で
あ

る
。
熱

冷

§

、、
.ミ
、u、魯

敏
髭

馨

の
聾

に

e

、+
覧
Y

o
i

象

で

あ
ろ
∂

に
就

い
て
高

機
の
豪

云

へ
る
・

.

此
。
窺

は
ミ

日
・
の
式
・じ
表
・
・
れ
る
。
・
れ
唇

・
高

利
督

＼
§

!

宣

て
・
牧
益
麗

跡

ξ

蚕

美

に
轟

が

で
奇

よ
う

σ

四

三

の
.
法

則

.

前
鶏

要

る
牧
盆
の
丘
の
全
景
は
吾
人
に
牧
金
星

産
嚢

の
關
係
に
關
畜

幾
つ
か
の
法
則
を
示
し
て
居
る
・

IVFi

門

此
等

の
法
則
の
中
第

↓
に
翠
ぐ
可
き
は
所
謂
.敬
盆
逓
減

(叉
は
逸
堆
)

の
法
則
で
あ
る
。
こ
れ
ば
生
箋

の
中

蔀

.翁

へ
ば
F

書

を
固
定

し
て
な
だ
浬
ノの
値

の
み
を
増
加
す
る
時
或
黙
に
達
す
れ
ば
牧
盆

の
増
加

が
之
捧

は
ざ
・
事
を
云
ひ
表
は
せ
る
.も
の
で
あ
る
・
そ
は
例

へ
筆

画

篤

き

π
於
け
る
牧
盆
線

舞

文
は
謬

N
冥

、
に
於
け
る
牧

盆

澹

於
て
次
の
如
き
關
係
あ
・
謬

意
味
.亥

。
伽
.上
の

一
嘆

か

ド

ア

織

上
に
諜

磐

下
す
異

に
認
に
於
て
舐
に
切
線
・
引
髭

切
線

が
0

嘘
な
す
角

を

α
ご
す

る
。
若

し

雪

§
倉

;

、象

,な
ら
ば
.既

に
肢



盒

窪

窪

製

乏

於
て
作
用
し
つ
つ
あ
皇

・ま

歪

窪

バ
…
;

な
ら
ば
既
に
牧
盆
藩

の
法
則
が
作

用

し

つ
つ
あ

り
ご
云
ふ
。

}、÷
駄

を

以
て
左

を
生
産

し

}、+
高
レ
,
を
以

て

窺
為

以
上
又
は

以
下
を
生
産

す

る
に
徒

歩

て
、
牧
盆
遊
宴

は
逓
減
の
法
則
の
作
用
せ
皇

云
ふ
も
差
斎

無
い
。
而
し
て
・
牧
垂

減

の
法
則
が
掌

U

も
繋

(及
び
其
他
の
原
墾

墓

に
の
み
作
學

・
も
の
で
楚

、
生
雷

子
中
の
　
を
画
定
し
讐

因
子

…
を
増

加
せ
し

め
る
時

は
必

ネ
其

作
用

の
認

め
ら

る
る
事

は
弦

に
褒

め
て
説

一
迄

も
無

い
ざ
思

ふ
・

第
二
の
法
則
綾

に
名
づ
け
て
組
織
に
よ
・
節
約
の
法
則
芸

ふ
も
の
で
あ
る
。
從
來
工
藩

於
て
簾

舞

男

法
則
行
は
・
芸

・
、
天
美

什
欝

生
産

新

盆
芸

ひ
來
れ
鳶

の
は
・大
膳

於
て
此
法
則
の
作
用
を

意
味
七
て
る
血

の
で
あ

る
。
企
業
者
が

其
生
産
費

の
総
額
を
順
次
に
増
加
す
る
℃

一其
時
彼
が
此
生
産
費
を
了
と
γ
ご
に
振

.

分
け

る
事
は
伽
線

の
示
す
が
如
昆
.

す

る
で
あ

ら
う
。
蓋

し
か
く

し
て
彼

は
最

大

の
牧
盆

を
擧

げ

る
事

が
出
来

る
か
ら

で
あ

る
。

而
し

て
、
生
産
費

の
総
額

`

…
を
以

て
牧
盆

7
を
除
し

な

る
商

は
、

6

一
の
増

加
に
件

ひ
て
大
を

加

へ
る
。
再

び

一

以

前

の
圖
に
立
戻
り
て
見
る
。
最
大
牧

一
論

説

・
牧
釜
の
且
々
論
マ

Fig.V.
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論

説

馨

・
暴

挙
.

笑

套

第
三
號

吉

=

霊

四

…
無
勢

霧

聲

湯
葉

姦

御

〃
誓

…

此
鍔

糞

け
る
垂
線
が
蕃

沁
夏

に

　
ど

委

る
黙
。
5

〃
等
ご
す
る
。
而
・
義

塾

の
躍
の
走

昏＼
一

,あ

上
・

ミ

ぎ

、.ノ

・
上
に

燈
.

.

物
恥
.、、ざ

　

、
蓋

。
同
隷

・
關
↓
・
　

琵

・
如
手

・
時
論

が
諾

ミ

・
走

移
・
れ
・
、

伽

の

形

を

と

る

。

.

此
際
融

v
飛

、V
肇

ゆ・
沖・・;

§

:

、§
ぎ

・
、§
・
芸

ふ
の
が
所
謂
羅

に
よ
る
節
約
の
苗

の
内

容
で
あ
る
。
富

農
葬

に
箏

的
大
馨

集

利
手

・
少
敷
の
工
業
を
除
く
外
の
生
肇

に
於
て
髭

法
則

、

一
の
作
用
・
・
を
常
ε
す
る
。
・
窺

窪

し
て
は
舞

・
器

殊
.機

械
・
幣

・
分
業
・
原
料
の
購
ん

製
品

璽

の
利
毎

並.莫

馨

の
生
奮

利
益
芸

は
れ
・
あ

象

ぐ
べ
き
で
あ
ら
う
・
要
す
る
に
墨

筆

の

大
な
.。
量

れ
て
割
A
・緩

盆
の
大
な
・
も
の
、

一,に
大
讐

餐

無

益

術
(最
饗

に
於
け
る
)を
利
用
せ

、
む
。
が
警

あ
る
.

。
季

フ
ソ
・
よ
・
て
洞
見
せ
・
れ

、マ
三

に
・
・
て
高
調
せ
依
れ
・
・
塞

界

・
集

。

の
現
象

は

一
に
此
法
則
あ

・
に
・

・
て
筆

・
・融
・.

瞠

垂

私
。
ル
.、
・
.、童

比
例
・
嘉

し
・
・爵

;

草

葺

　

て
馨

・
逸
婁

錘

藥

垂

あ
ろ
べ
・
勘

考
へ
難

い
・
此

外

書

於
置

・
ワ、
バ
ア
ご
少
し
く
見
・
所
婁

辱

ろ
。
し
か
し

A乏

詳

論
蒐

暇
か

い
p

-

亭

楓鞍

繕

縫

継

　鵬鞭

難
詰
雛
霧

無
鄭簾
臨

垂

.
通
。
云
ふ
生
.嚢

術
、
分
業

の
組
聾

)
塁

化
を
意
味
・
裸

。
然
乏

此
場
食

あ
り
て
髭

箒

そ
の

,伽

・
　も
の
墾

化
を
意
味
す
る
。
技
術

の
羅

に
よ
り
て
此
国
形
餐

化

す
る
の
で
あ

っ
て
・
こ
れ
に
閲
す
る
法
則
は

η

,



ド啄

構

・
ら
要

具
瓢

鈴
繁

爺

(生
産
力
増
加
鑑

〕で
　

・
其
二
・
契

秋
霧

偏

傾
の
法
則
で
あ
・
。技
術
莚

芝

伸
ひ
て
里

の
麓

費
は
盆
そ

の
生
霧

を
生
一書

傾
向
を
孕

る
莚

み

て
β
多

等
の
蕪

の
・
に
立
…

砦

垂
線
霧

㌘

・
漸
・
・
去

方
・
.饗

此
丈
楚

支
へ
・
概

.

投
る
面
の
聖

に
か
の
墓

夏

は
警

の
丘
も
亦
上
方
に
㎝要

り
上
・
・
器

芸

ふ
著

繧

の
側
.か
ら
見

.

毒

羅

な
る
壇

も
伶
.・
來
・
が
、
飽
・
・
之
茎

産
暫

し
て
見
れ
ば
紫

野

て
明
白
で
あ
る
・
但
し
此

液

薔

。
上
昇
。
決
。
て
暮

暮

を
通
・
て

}
墜

・
を
詳
論

・
い
。
食

・
毒

以
・
嵩

歪

ギ

以

.

て
そ
れ
以
外
。
生
、雷

干
ご
す
・
弩

ぱ
、
牧
薔

・
激

賛

誓

饗

呈

昇
極
・
て
乏
し
く
。
毒

に
近

…
皿い
部
分
は
炉
、の
極
・
て
著
レ
さ
寛

・
で
あ
・
う
。
而
・
て
此
謬

最
大
利
藻

繧

の
喬

蘭

攣

る
・
此

鋳

は
マ
ア
ク
・
釜

本
論
篁

露

於
・
某

・
有
爵

組
立
の
鍵
動
を
説
明
・
た
蕩

に
盟

鬱

鬱

れ
.

。
。
.不
婆

本
ご
可
讐

本
島

割
合
餐

震

術
墾

化
異

に
、
"
・
峯

幽
-}
応

長

ふ
倦

・
羅

レ

可
響

否

籍

認

・
減
少
・
　

・
で
雪

.
而
・
て
此
割
合
の
羅

齢

詮

れ
最
大
蓋

線
の
籍

で

「あ
る
。
而
し
て
此
可
饗

奈

饗

本
の
匪
別
に
關
.し
て

の
み
で
は
無

い
。
土
壁

以
外

の
生
産
因
子
薩

醜

い

　て
　

た
同

一
・
事
が
講
堂

…

。
要
・
…

今
春

以
垂

働
麦

量

地
の
如
く
・
土
嚢

璽

進

捷

件
ひ
て
増
加
著

難

星

雲

子
芋

・
。
其
紫

の
最
大
吸
熱

伽
は
左

へ
左

へ
あ

線
に
近
い
て
行

ξ

。
牧
薔

の
中
の
憲

に
誓

部
分
奪

に
要

り
て
㎝
線
に
誓

募

の
上
昇
の
乏
し
き
は
之
捧

へ
る
現

象

で
あ
・
。
熱
れ
忌

伽
線
は
変

折

線

三

致
す
・
事
は
佃
…炉
・
些

教
皇

の
限
界
概
念
で
あ
る
・
而
レ

て
永
遠

に
人
間
努

力

の
」標
的
穴

る
べ
き

一
の
理
想

で
あ

る
。
之
れ

ア
リ

ス
ト
オ
ト

ル
の
所
謂
稜

の
自
.ち
織

る
時
代

二

輪
.
醗

攻
盆
の
丘
為
論
す

,

第
八
巻

(第
三
號

六

「)

三
五
匠
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輪

読

馨

の
丘
々
撃
.

笑

巻

(第
三
號

六
三

三
美

で
あ
.。
、
・
川
亥

合

論
の
全
然
獲

蒙

り
終
・
時
代
で
あ
・
・
而
・
て
今
以
上
の
こ
の
法
則
を
饗

し
て

…
比
喩
的
援

現
し
て
見
よ
・
.
∬
線
溶

を

、
慰

・
警

.
今
伽
線
誘

線
・
方
・
傾
く
・
・
れ
て
伽
壁

㎜
の
産

廃

等
は
熱
度
の
鍾

漸
々
漏

長
ず
る
。
こ
れ
に
つ
れ
て
そ
れ
隻

へ
ら
れ
・
基

町

・ヘーミ

全
鐸

　
こ
ご
に
01
に
近

い
部

分
が
高
ま
り
て
行
く
ρ
.

.

五

分

配

論

士

に
於

け

る
亜

米

利

加

學

派
.

以
上
簡
軍
な
が
ら
収
益
の
丘
の
,、分
析
を

…
通
り
行

っ
て
見

な
。
吾
人
は
藪
に
本
論

の
第
二
の
目
的
た
.る
亜
米
利
加

學
涙
雰

儒

の
根
本
親
密

吟
味
に
警

た
い
患

ふ
。
勿
論
此
畢
派
の
分
配
論
の
内
容
を
組
欝

に
傳
へ
む

Fi9.▽1

B
「＼

DAA

、

A

'「

.

働
の
奮

位
を
し
て
嬰

量

定
の
巻

髪

本
の
聰
讐

上
篇

へ
て
作
用
芒

筆

う
。
.勢
轡

最
初
の
軍
.

事

は
容
易

な
ら

ざ
る
努
力

を
要
す

る
事

で
も
あ

り
、
ま
な
か
か

る
小

論

、丈

の
而
も

飴
論

的
部
分

に
於

て
遂
げ
了

へ
ら

る
可

き
.事

で
は

な
い
。
今

シ

ゆ

ウ

エ

ツ

ト

コ

へ

は
僅

に
其
構
論

の
影

像

の
み
を
主
に
ク
ラ
ア
逢

就
い
て
述

べ
る
・

其
他

の
人

々
の
考

は
之

ご
多

少

の
醐
入
も

あ

る
事

ご
信

塗
れ

津
、
そ

こ
.

ま

で
詳
密

に
亘

る
事

は
此
場

合
に
、於

て
許

さ
れ

な

い
。

今

『
限
界

生

産
力

が
賃

銀
を
支

配
す
」

ご
云

ふ
法

則
を
次

の
圖

を
傲

り

て
述

べ
よ

う
。
.
.

・

、

毒

圖
に
於
て
勢
働

の
輩
位
の
数
を
ば
必
の
線
を
以
て
示
す
・
、北
勢

'

,



難

欝

欝

鞍
講

解
物齢
鞍

郵

解
離
難
解
睦

(・謹

・
・
℃
藝

・・ξ

)
の
大
さ
で
あ
・
。
若
し
鶴

の
最
初
星

位
勢

至

を
梟

す
る
時
に
は
傭
主
は
之

エ

[を
取
り
去

り
最
終

の
軍
位

を
以
て
代

へ
.る
で
あ
ら
う
。
任

意

の

}
軍
位

を
取
去

る
事
に
よ

り
て
彼
.等

が
失

ふ
所

は

雀

で
あ
・
。
吾
人
髭

法
則
・
適
用
蓬

・
・
す
・
覆

　

て
利
子
の
法
則
観

る
・
蕩

を
し
憂

化
せ

一
ざ
る
要
萎

・
し
め
、
資
恋

禦

播

加
・
㌘

盆

発

・
し
・
よ
。
某

の
最
初
星

位
の
甚

額
癒

で

馨

嬢
離
籍
激
購
藁

.舞
鋸
襲
雛
擁

慧

…
以
上

噛
要
求

し
な
な
ら
ば
、
企
業
家
は

こ
れ

を
す

て
最
終

の
輩
位
を
以

て
取

り
代

ふ

る
で
あ

ら
う

(資

本

の
取

り

、

㎝
代

へ
諾

い
て
説
明
す
べ
き
で
あ
る
が
護

黛

・れ
を
も
省
忘

一.

繰
返

し
て
同

「
の
事
を
述

べ
る
。
　肛
會

の
企
.質
.本
額

に
使
用

せ
ら

れ
た

る
勢
働
は

牧
盆

逓

減
の
法
則

に
從

ふ
。

薯

盤

位
島

を
告

、
誇

器

島

を
告

塗

・
て
最
螢

位
の
π
・
及
脳

此
轟

・
額
は
纂

の

　
額

を
定

む

る
も

の
で
あ

る
。
而

し
て
賃

銀

の
総

額
は

風
雨
S

に
し
て
残

存
す

る
所

の

題

q

は
合
資
、本

に
蹄
騒

…
す
る
触
剰
即
ち
利
子
で
あ
る
。
今
事
情

を
逆
に
し
て
考

へ
る
ゆ
.勢
働
の
分
量
を

[.足
な
ら
し
め
愈
卸
町
貧
夢

に

も

も

へ

も

ヘ

へ

　あ

も

も

へ

.

其
形
を
攣
化

せ
し
め
う

つ
漸
次
に
増
加
せ
し
め
る
。
遮
画
色
壱

は
全
生
産
額
で
あ

る
。
資
本

の
最
初
の
軍
位
よ
り
共

生
霧

蹟

・
・
霧

垂

下
・
て
誓

至
・
。
仔

利
子
・
蓉

建

・
・
も
…

奪

・
は
栗

野

す

…
る
利
子

の
総
艦

で
あ
り
、
之
を
取
除

い
穴

る
残
飴

鋤
き

,
は
賃

銀
ご
な

る
。
利
子
も
賃
銀

も
共

に
地
代

と
同

じ
く

論

説

敢

釜
の
丘
々
論
す
.

第
八
巻

〔第
三
號

・
六
三
》

三
五
七

8)J .1≧.Chrk,DistributionofNealih ,i8gg.PP.18エ1-1ρ3二
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一
論

説

塞

の
丘
々
撃

　
　
ゑ

ハ　

　

　
　
ソ

ヨ
モ
ス

.

縫

綴

韓

縫

生
寄
る
差
益
で
あ
み
.
要
す
乃
に
限
甥
生
産
力
・
　

毒

　

餐

銀

一・

大

庇
學
派
の
舞

に
等

・
疑
問

鞭

難

鞭

馨

霧

諜

實鑓

鮨畿

暖
い.
π
岱私
が　

・
で砲

　鞭

　無
難

酬　　羅

　　難
繊　

吉

て
霰

に
漸
諺

働
の
謡

位
の
生
劣

亀

・
・
て
若

欝

・
非
壷

・
κ
の
如
き
星

雲

嘉

を

覆髄

藷
霧

慧

騒
鮮隷羅

醜

態
撫

韓

唖轍

離
離
難
懇
9)C[・ ・k ,.・P.・it.,PP.、 ・q8-ac。
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彦

姦

へ
組
磐

警

て
、
二
挫

の
欝

・
よ
り
擧
げ
ら
れ
・
丈

・
牧
磐

擧
げ
る
楚

玄

の
で
ぎ

う
ρ

.

從

ひ
て
砦

法
に
於
て
は
、
薙

竜

位
丈
を
貧
歪

加
ふ
れ
ば
怠

け
、
.第
二
覆

の
添
加
に
よ
そ

新
鴇

だ
け
生
摩

る
芸

ふ
事
は
充
分
に
あ
り
得
可
き
事
で
あ
る

か
ら
し
て
、
此

の
如
-
假
足
す

る
・
進

み
で
第
三
第

.

四

の
軍
位

の
添
加
年
よ
り
.て
生
産
額

の
増
加
す
る
事
次

の
如
し
ご
定
め
や
う
。

ノ

護

讐

謬

暴

事

位
・
聖

・
・
よ
-
て
鋸

電
位
嘉

ふ
・
・
よ
㌘

8
第
三
・諮

壷

位
を
加

ふ

誕

よ
り
て
そ
れ
ぞ
慧

4
翁

如
し
た
タ

一す

・
。
此
際
明
媛

盆
俵

減
し
て
み
る
・
併
し
試
に
餐

の

「場
合
を

ご
り
て
、
事
實
各
車
位

の
生
産

し
な

る
所

を
見

る

ご
、
此
順
序

は
全
く
逆

に
な
り

、
第

一
軍
位

が

4
第

二

「第
三
、
蕗

覆

が
・
れ
そ
れ
・
鳥

笙

馨

て
る
・
.
從
・
て
死
場
禽

於
・
吾
人
が
任
意
最

去
り
2

叢
螢

位
の
生
産
力
は
m
で
あ
っ
て
4
で
は
無

い
。
若
し
・
の
生
産
力
を
享

・
軍
位
字

て
様
早

れ
ば
熱

り

.畠擢

産
力
あ
る
単
位
を
以
て
之
を
袖
は
・
け
れ
ば
な
孟

。
か

を

グ
・
ア
ク
.の
云
ふ
聖

最
終
の
軍
位
の
生
産

、男

姿

銀
義

定
す
・
誓

う
し
て
も
考
へ
得
ら
れ
な
い
。
其
立
論
は
添
加
輩
位
に
蹄
す
る
生
羅

碁

器

?

空
疎
額

ε

の
混

同

の
上

に
立

つ
も

の
で
は
な

か
ら
う

か
。

'

「圖
を
以

て
示

せ
ば

駄

線

ε

隠
ミ
隠
、

線

ε
は
明
に
別

つ
可

き
も

の
で
あ

る
。

而
レ
で
飾
揚

の
圖

に
於

て
働

へ
ば

㎏

、
集
、ミ

・
於
・
軍
位
を
架

る
毎
・
牧
盆
姦

増
ぎ

糠
袋

レ
て
る
診

れ
{

私
の
講

の
岱

は

諦
.

説

敢
盆

の
丘

を
輪
中

第
八
巻

{第
三
號

六
五
)
.
.三
五
九

勢
働
軍
位
数

工
〔
ご

2
〔ζ

ご

3
(H』
[自
【し

、4

9
.
≡

=

<

.)

生
産
総
鎖の.

.
182428

添
加
軍
位
に
締

す

る
生
産
額

隔

壁

1
)

8

(
n

)
.

6

(
m

)

三

W

)
「

各
単
位
の
生
産
額

1

11

H

V

I

1

106

12

5

8

11

4

6

8

0

'
.

,



.

'Fig.v.lt
ヒ
.

.

.

F

論

説

牧
益
の
丘
払
論
ず
.

「

第
八
巻

D
ノD

(第

三
號

六
六
)

鼠
鳴
S

鼠

鳴

、ら

「b

、
.

退

隠
、、負

騙b

こ

』

鳴
ミ

q
ミ
も

こ
、

D

き
螢

DA

B

m.B

・必
か

し
も
か
く
す

る
必
要
は
無

い
の
で
あ

る
。
第
三

ク
ラ

ァ
ク
の
牧
盆
線
即

ち
生
産

力
を
表

は
ず
線

β
は

一
々

の

.

企
業

に
於

け

る
牧
盆

逓
減

の
事

實

を
根

檬

こ
し

た

る
も

の
で
あ

る
。
同
派

の
カ

ア
バ
ア
の
「
分
配
論

』
に
も
此

事

が

[細
蟹
緑
藻
欝
筆
懇
篤
蘇
敏
鯵
醗墾
鱒
飾
縫
罷
鑓
藍
舗
蜂
矩蠕
.枇

は
思
ふ
に
、
規
模

の
割
合
に
人
な
る
工
業
に
あ
り
て
は
、
最
初
に
資
本

ε
結
合
せ
ら
る
る
少
数
の
労
働

の
生
産
力

…
は
極
め
て
小
な
る
も

の
で
あ
る
。
百
萬
圓
の
固
定
資
本
を
有
す
る
紡
績
會
砒

の
工
場

に
十
人

か
二
十
人
仕
事
に
從

…
事
し
尭
り
と
て
機
楓
は
室
の
蓮
韓
を
す
る
詐
り
、殆
ご
何
等

の
生
産
を
も
な
し
得
な
い
。で
あ
ら
う
。人
数
を
五
十
人一

、百
人
二
百
人
ビ
増
す
に
連
れ
て
全
艦

の
生
産
額
が
著
し
く
増
加
す

る
も

の
で
あ

る
。
勿
論
此
人
敷
或
程
度
を
超
ゆ

…
れ
ば
牧
盆
の
邊
減
を
帰
る
事
も
あ
ら
う
。
但
し
果
し
て
熬
り
や
否
や
は
理
論
的

に
答

へ
得
ら
れ
な
い
。
企
業
者
城

址
労
働

と
資
本
と
の
割
合
を
前
掲

の
最
大
利
益
線
に
合
す
る
様

に
す

る
詐
り
で
あ
る
、
此
線
に
合
す
る
様
な
轡
働
資

ミ

、鴨
ベ

へ

「眠
こ
曳
べ

賊
.、賊
こ
ず
曳
「

三
六
〇

旧
.一
軍
位

の
時

の
牧
盆

・「

二
単
位

の
時

の
牧
盆

三

箪
位

の
塒

の
牧
盆

四

躍
位

の
時

の
牧
盆

第

一
軍

位
に
よ
り
添

加

せ
ら
れ

な

る
牧
盆

第

二
輩

位

に
よ

か

第
三
軍

位
に
よ
り

、
,

第

四
輩
位

に
よ

り

6

10) Car・er,op・Cit.,P.221,
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本

の
組
立
に
於

て
は
資
本
に
封
ず
る
勢
働

の
結
合
が
飽
和
黙
に
達
す
る
事
も
達
し
拙
い
事
も
あ
り
得
る
。
併
し

一

歩
を
譲
り
て
、
牧
盆
逓
減
の
事
實

が
認
め
ら
る
窪

し
て
も
、
牧
盆
線

の
形
は
次
の
如
き
も

の
に
袈

無

い
・
.

Fig,VIII

＼

_墨

「 …
1⊥
DD"

/
.

..一 一 一 一 一..'

/
【
「

B

A

り
・
依
餐

揚

幕

倉

・
・
で
あ
ら
う
。
菅

蓑

限
界
蓮

力
丈
・
賃
銀
を
企
薯

奮

す
穿

る
弩

ぱ
彼
量

失
を
見
る
事
甚
。
多
き
簑

、
あ
る
.
大
・
春

本
・
寄

す
魂

螢

・
菱

工
業
に
馨

・
)
の
牧
盆

寮

如
上
の
も
の
で
脅

享

・
な
ら
ば
、
.而
し
て
近
代
架

り
て
盆
薯

を
青
む
る
馨

の
形
が
砦

如
き
も

の
で
あ
り
手

る
な
ら
ば
、肚

會
に
就
い
て
も
ま
た
個
・
の
馨

覧

る
が
如
し
雲

譲

論
に
よ
り
て
到
達
せ

ら
る
べ
き
整

線
の
形
は
決
し
て
ク
一・
ア
ク
の
誘
婁

・
如
き
も
ぞ

は
な
り
得
な
い
・
発

私
の
様
な
見
方
を

　
す
れ
ば
ク
.フ
ア
あ

無
關
心
菱

・
同
利
萱

N
　

・・
茎

皐
・　

漂

着
が
疑
問
に
乞

・
警

の
企
業
に
於
て

援

鑑

減
の
法
則
の
作
用
に
よ
り
て
最
終
舞

働
難

の
生
産
力
は
養

銀
に
誓

い
・
從
ひ
て
企
業
者
隻

.
論

説

漿

の
誓

撃
.

第
八
巻

(第
三
號

山八
七
)

三
杢

・

優

勢
蟹

位
健

界
生
産
力
・
あ
・
訪

・
其
時
の
纂

で
あ
る
・
袈

髭

緊

生
産
力
洗

差

　

・
蕩

鋳

・
で
ぞ

・
寒

・
が
芝

に
は
二
の

理
由
が
あ
る
。

一
は
其
企
業
者
の
有
し
得

ぎ

廣
義
に
於
け
る
資
本

〔
マ
ル
ク
ス

の
所
謂
可
暑

本
谷

む
)
筋

に
限
定
せ
ら
れ
て
あ
・
爲
戻

る
・
二
に
暑

し
彼
に
し
て
更
易

の
勢
働
を
増
す
丈
の
資
力
毒

す
・
な
ら
ば
現
在
よ
り
も
更

に
技
術

の
仕
掛
や
労
働
の
組
織
を
改
め
、
.各
生
産
費

の
割
合
を
ぱ
そ
れ
丈

の
生
.産

費

の
線
が
最
大
利
益
線
ご
相
切
す
る
黙

に
合

せ
し
む
る
で
あ
ら
う
。
從

ひ
て
其
時

・
利
蕪

盆

で
・
馨

し
・
暫

如
　

・
で
あ
り
・
限
界
生
産
力
は
を

な

11)Clark、op・cit・,P,IOS.
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.論

説

.

蜷

。
.是

論
↑

.

・

第
翁

第̂

三
號

交

〕

三
六
二

…
を
契

る
る
も
然
ら
・
・
.も
損
得
蓼

無
・
.
種
・
な
・
肇

・
於
・
・
此
種

の
。
を
饗

し
て
無
闕
心
柵町
芸

.

ふ
の
で
あ
る
.
併
し
な
が
5
、
若
し
各

全
容

の
桑

実

・
が
割
偉

大
に
し
て
牧
盆
線
が
前
掲

の
如
き
も
の

…
で
あ

。
臆

は
、
か
か
・
無
闕
.心
帯
は
窪

・
得
な
い
、
勢
働

の
最
賛

位

の
生
産
力
は
常
箕

賃
銀
よ
り
大
.で

適

う
、
奏

書

此
無
關
.心
帯

の
窪

を
禁

否
定
し
な
い
の
は
、
資
本

の
各
企
藩

於
、げ

雰

襲

聖

の

.

馨

隻

さ
な
・
奮

で
・
・
。
.
.極
め
で
小
な
春

本
を
以
・
す
・
所

・
企
業
・
あ
・
て
は
轟

星

産
力
爵

.

間
に
殆
蓬

が
…

い
。
併
し
此
農

・
於
・
・
衝

心
帯
・
存
奮

牧
盆
・
護

に
よ
豪

し
て
ゴ

露

宿
の
過
小
。
よ
る
。
私
も
ま
奈

が
る
意
味
の
限
界
金

力
が
纂

笙

…

云
ふ
妻

是
認
す
る
が
そ
は
全
.

く
異

な
れ

る
論
棟

に
よ

る
、
藪

に
は
敢

て
詳
述

し

な
い
。

、

.

.

.覆

に
某

の
奮

位
星

野

に
競
い
三

吉
し
蕉

。
蕪

・
關
す
・
私
・
考
は
蕩

の
土
穿

に
關
ず
.

る
説
明
か
ら
推
知
せ
え

る
ご
思
ふ
か
・
、
詳
し
-
逸

べ
・
・
。
嵩

雰

星
空

讐

し
て
誓

て
ど

れ

に
加
は
る
所
の
賛
本
籍

加
し
㌘

謄

資
、本
の
幕

の
牧
盆
は
漸
次
減
少
凄

し
芸

ふ
・
勿
論
某

が
成
程

覆

走

増
加
す
れ
ば
、
墓

の
議

が
あ
・
、
・
か
し
問
題
・
吾
人
量

へ
ら
・
篠

件
の
下
に
於
て
塞

の

逓

減
。
,
や
如
誓

云
黍

で
あ
る
、
棲

件
は
現
時
・
各
種
・
企
業
・
於
・
芸

ふ
如
葛

の
た
る
藁

す
る
.

患

ふ
。
而
。
て
會

・
於
て
、
同
種

睾

葉
書

む
・
の
の
中
、
同
敷
の
蕩

を
使
用
す
る
姦

の
饗

に
就

　
い
て
見
る
液
、
多
額
の
資
、本
害

す
・
も
・
ほ
寝

盆
の
藷

の
は

一
碧

書

で
あ
・
・
こ
れ
暑

奮

位
に

…

掌

る
牧
盆
。
藩

を
意
挙

る
。
ク
ーフ
ア
・
の
考
か
急

け
ば
、
資
歪

も
建

吸
鑑

減
の
結
饗

し
て
無
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